
福
智
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
の
一
助
と
な
る
た
め
に
―
―「日常」に向けて。

長年、福智町の地域医療に貢献する「たくまクリ
ニック」（金田）の詫摩衆三医師は、新型コロナワク
チンへの不安の声について、「世界初のワクチンに
不安を抱くのは当たり前」と接種者の心に寄り添い、
「接種が始まるまでの間、職員一丸でワクチンの
勉強会や接種の実技練習を積み重ね、一人でも多
くのかたが安心して接種できるように万全の準備
を整えていきたい」と力を込めます。写真は、診療
時間外に看護師へ注射方法を指導する詫摩医師。

新型コロナワクチン、収束への希望となれ―
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世
界
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生

か
ら
約
１
年
経
過
し
た
今
、
日
本
の
状
況

は
、
福
岡
県
を
含
め
た
10
都
道
府
県
の
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
向
け
病
床
使
用
率
が
、
政

府
の
対
策
分
科
会
が
示
す
ス
テ
ー
ジ
４
の

目
安
に
到
達
す
る
ほ
ど
拡
大
が
進
み
、
医

療
体
制
が
ひ
っ
迫
す
る
寸
前
の
状
況
に
ま

で
至
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
第
３
波

の
流
行
最
大
時
に
比
べ
、
感
染
者
数
も
減
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
田
川
地
区
で
は
減
少

傾
向
は
見
ら
れ
ず
む
し
ろ
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
床
使

用
率
や
重
症
患
者
数
は
高
水
準
で
、
い
ま

だ
予
断
の
許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
感
染
状
況
か
ら
、
高
齢
者

や
糖
尿
病
・
呼
吸
器
疾
患
・
透
析
患
者
、

免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
を
使
用
し
て
い

る
か
た
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に

高
齢
者
は
、
基
礎
体
力
が
低
い
こ
と
に
加

え
、
自
覚
症
状
が
現
れ
に
い
傾
向
で
す
。

無
症
状
や
軽
症
で
あ
っ
て
も
感
染
後
10
日

前
後
で
急
に
悪
化
す
る
例
も
見
ら
れ
、
受

診
す
る
と
既
に
重
篤
な
状
態
で
あ
る
場
合

が
多
く
、
そ
の
ま
ま
死
亡
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
も
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
一

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
若
い
人
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
を
心
配
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
回
復
後
も
倦
怠
感
や
脱
毛
、
味
覚

・
嗅
覚
障
害
な
ど
の
後
遺
症
に
苦
し
む

人
も
多
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
大
な
問
題
な
の
で
す
。

　

感
染
拡
大
は
、
福
岡
市
な
ど
だ
け
で

な
く
、
筑
豊
地
域
で
も
徐
々
に
感
染
者
数

を
伸
ば
し
、
病
院
や
施
設
で
は
、
大
規
模

ク
ラ
ス
タ
ー
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
仮
に

第
３
波
が
落
ち
着
い
て
も
、
第
４
波
が
発

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
感
染
者
数
が

減
っ
て
き
た
か
ら
、
も
う
大
丈
夫
」と
思

う
の
で
は
な
く
、
常
に「
コ
ロ
ナ
は
身
近

に
潜
ん
で
い
る
」と
い
う
心
構
え
で
、
徹

底
し
た
感
染
症
対
策
を
実
施
し
続
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
体
制
ひ
っ
迫
目
前
ま
で
悪
化

予
断
が
許
さ
れ
な
い
状
況
続
く

全
世
代
が
向
き
合
う
べ
き
感
染
症

「
コ
ロ
ナ
は
身
近
に
潜
ん
で
い
る
」

 
新
型

コ
ロ
ナ
の

 

最
前
線

田
川
地
域
の
医
療
の
要か

な
め

・
田
川
医
師
会
に
聞
く
！

1955年生まれ。久留米大学
医学部を卒業後、父が開業した
「岡部内科循環器内科（☎42
ｰ1349）」（田川市）を継承し、
患者さんと家族の立場に立っ
た医療を提供。平成28年に
田川医師会・副会長に就任。

●
岡お

か

　べ部 

浩こ
う

司じ

副
会
長

この記事の

    Dr.担
当

▶田川医師会とは

●福岡県新型コロナ特設サイト

●福岡県と田川市郡における新型コロナ感染者数の動向
（R2.２月20日～R3.1月31日）

7千／70

6千／60

5千／50

4千／40

3千／30

２千／２0

1千／10

0

R２
.２月

R3
.1月3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月
11
月

1２
月

（単位：人）

…福岡県内感染者数

…田川市郡内感染者数（括弧内数字が実数）

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
目
前
に
、
第
３
波
が
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
。

二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、
感
染
症
と
の
闘
い
に
終
わ
り
が
見
え
な
い
今

現
状
・
対
策
・
ワ
ク
チ
ン
の
観
点
か
ら“
新
型
コ
ロ
ナ
の
最
前
線
”を
お
伝
え
し
ま
す
。

→今回の特集にご協力いただいた田川医師会
の（㊨から）荒木久昭会長、岡部浩司副会長、
桑野和則専務理事。田川メディカルセンター前で。

新型コロナの
最 前 線

特 集

→今回の特集にご協力いただいた田川医師会
の（㊨から）荒木久昭会長、岡部浩司副会長、
桑野和則専務理事。田川メディカルセンター前で。

→今回の特集にご協力いただいた田川医師会
の（㊨から）荒木久昭会長、岡部浩司副会長、
桑野和則専務理事。田川メディカルセンター前で。

福岡県内で確認された新型コロナ感染
者数やそれらを地域別・男女別・年代
別に分けた情報などを公開しています。
田川市郡の状況もこちから
から確認できます。

2人
（0）

44人
（0）

595人
（0）

117人
（0）

92人
（0）

1062人
（15）

2677人
（28）

444人
（23）

189人
（0）

582人
（21）

3141人
（40）

7221人
（91）

田川医師会は、田川８市町村で医療、健康保持・増進、予防、健康相談、その他工場等従業員の健康管理・安全、環境保
全など多岐にわたって行政と連携しながら活動し、地域医療に貢献する法人。現在は、田川市郡の医師など183人が会員
として在籍している。また、田川医師会の事務所がある田川メディカルセンター（田川市大字伊田2735ｰ23）には、田川
地区急患センターを設置し、平日（19～21時▶内科）、土曜（18時～23時、小児科、内科）、日曜・休日（９時～23時▶
小児科、内科、外科）で救急医療を提供している。新型コロナワクチンの集団接種も田川医師会の全面協力で実施する予定。
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感
染
症
対
策

命
を
守
る
た
め
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
再
確
認
―
―

1960年生まれ。久留米大
学医学部を卒業後、平成
８年に「くわの内科小児科
医院（☎47ｰ1114）」を田
川市に開院し、地域医療
に貢献。平成28年に田川
医師会・専務理事に就任。

団
感
染
は
、「
換
気
が
悪
く
」、

「
人
が
密
に
集
ま
っ
て
過
ご

す
よ
う
な
空
間
」、「
不
特
定
多
数
の
人

が
接
触
す
る
お
そ
れ
が
高
い
場
所
」で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な「
三
密
」

（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）が
そ
ろ
う
場
所

や
環
境
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
や
む
を

得
な
い
場
合
に
は
、
正
し
く
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
大
声
で
の
会
話
は
避
け
、
１

～
２
㍍
の
社
会
的
距
離
を
保
ち
、
換

気
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

が
集
ま
る
場
面
で
は
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
さ
ら
に
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
る
下
記
の
５
場
面

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に「
飲

酒
を
伴
う
会
食
」で
は
、
数
多
く

の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
食
を
す
る
と
き

は
、
普
段
一
緒
に
い
る
人
と
４

型
コ
ロ
ナ
の
症
状
と

し
て
頻
度
が
高
い
も

の
は
、
発
熱
や
咳
、
倦
怠
感
、

呼
吸
困
難
な
ど
で
す
。
ま
た
、

高
い
確
率
で
、
臭
い
が
分
か

ら
な
い
、
味
覚
が
お
か
し
い
な

ど
の
症
状
も
報
告
さ
れ
て
お

り
、
感
染
が
疑
わ
し
い
サ
イ

ン
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
意

人
以
下
の
少
人
数
か
つ
短
時
間

で
、
深
酒
・
は
し
ご
酒
を
控
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
感
染
対
策
を

講
じ
る
お
店
を
選
ん
だ
り
、
箸
や

コ
ッ
プ
は
使
い
回
さ
な
い
な
ど
も

感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
会
食
や
外
食
を
す

る
際
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る

工
夫
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

外
に
も
、
下
痢
や
頭
痛
な
ど
、

症
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
な
の
か
否
か
の
判

断
が
困
難
な
症
例
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
自
分
や
家
族
が
、

少
し
で
も「
コ
ロ
ナ
か
も
」と

感
じ
た
ら
、
自
己
判
断
せ
ず
、

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

電
話
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

べ
て
の
感
染
症
対
策
の
基
本
と
な
る

「
手
洗
い
」と「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」。
手

洗
い
は
、
手
や
指
先
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
を

洗
い
流
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
体
内
へ
の
侵
入
を

未
然
に
防
ぐ
役
割
が
あ
り
ま
す
。
水
洗
い
で

は
な
く
、
石
鹸
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
使
用
し
、

洗
い
残
し
が
な
い
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
外
出
先
な
ど
、
す
ぐ

に
手
洗
い
が
出
来
な
い
状
況
で
は
、ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
主
な
感
染
源
で
あ
る
飛
ま
つ
を「
吸
い
込

ま
な
い
」、「
飛
ば
さ
な
い
」た
め
に
、
鼻
と

口
を
確
実
に
覆
う
よ
う
に
正
し
く
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
に

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
場
合
は
、
服
の
袖
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口
と
鼻
を

覆
い
、
他
者
へ
飛
ま
つ
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

▼
感
染
対
策
の
基
本
を
守
り
、健
康
を
保
つ
。

「
密
集
・
密
接
・
密
閉
」を
避
け
る

●
桑く

わ

野の 

和か
ず

則の
り 

専
務
理
事

▼
し
か
た
な
い
場
合
は
、社
会
的
距
離
に
留
意
。

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
５
つ
の
場
面

感染リスクが
高まる５場面

▼
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
は
避
け
る
こ
と
。

「
コ
ロ
ナ
か
も
」と
思
っ
た
ら
、必
ず
電
話
相
談
を

▼
怪
し
い
症
状
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
か
保
健
所
に
連
絡
。

1

234
集

す

人

新

飲酒を伴う懇親会等

マスクなしでの会話

▶公衆トイレなど

▶歓送迎会など ▶深夜のはしご酒など

▶喫煙所など▶カラオケなど

狭い空間での共同生活 居場所の切り替わり

大人数や長時間に及ぶ飲食

●特にかかりつけ医がない場合

田川保健福祉事務所

☎ 42-9379

受付▶平日8：30～17：15

- COLUMN -❶
感
染
者
と
部
屋
を
分
け
る

❷
感
染
者
の
看
病
を
す
る
人
を
限
定
す
る

❸
同
居
者
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

❹
こ
ま
め
に
手
洗
い
す
る
／
❺
日
中
は
換
気
す
る

❻
取
っ
手
、
ノ
ブ
な
ど
の
共
用
部
分
を
消
毒
す
る

❼
汚
れ
た
シ
ー
ツ
、
衣
服
を
洗
濯
す
る

❽
ご
み
は
密
閉
し
て
捨
て
る

※
感
染
者
ご
本
人
の
外
出
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
・
同
居
者
は
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
、

発
熱
症
状
等
が
あ
れ
ば
出
勤
等
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
自
分
が
使
い
慣
れ
た
も
の
を
２
週
間
分

　

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
リ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
も
参
考
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
物
品
を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
滞
在
中
の
飲
酒
、
喫
煙
は
禁
止
で
す
。

新型コロナに関する
一般的な相談はこちらから

▼
☎ 092-643-3288
【FAX】092-643-3697

受付▶365日24時間

 　
　

  

家
庭
感
染
を
防
ぐ

 　
　

  

「
自
宅
療
養
」で
の
対
処
法

 　
　

  
体
験
者
に
聞
く

 　
　

  

ホ
テ
ル
療
養
時
の
必
需
品

もしもの時に備えて事前対策！

自宅療養の対処法と
ホテル療養の携行品

□
保
険
証

□
使
い
慣
れ
た
枕

□
楽
な
部
屋
着

□
タ
オ
ル

□
手
洗
い
対
応
の
液
体
洗
剤
や
ハ
ン
ガ
ー

□
洗
面
用
品（
歯
磨
き
粉
・
歯
ブ
ラ
シ
等
）

□
入
浴
用
品（
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
等
） 

な
ど

□
常
備
薬

□
ス
リ
ッ
パ

□
下
着

□
お
菓
子

この記事の

    Dr.担
当

新型コロナの
最 前 線

特 集

新
型
コ
ロ
ナ
第
３
波
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
感
染
拡
大
が
広
が
る
日
本
。

私
た
ち
が
住
む
田
川
地
域
で
も
大
型
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。

新
し
い
日
常
に
危
険
が
差
し
迫
る
今
、
再
び
感
染
症
対
策
を
振
り
返
り
、

自
分
、
そ
し
て
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
命
を
守
る
行
動
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

感染拡大が広がる今、新型コロナ感
染は他人事ではありません。「もし
もの時」を想定して、ホテル療養で
の携行品、自宅療養時の対処法をご
紹介。感染が判明したときに慌てな
いよう、事前に対策を講じましょう。

↓新型コロナ感染症対
策や相談窓口を紹介
する福岡県公式HP

はコチラから。

5



―
―
個
人
予
防
を
徹
底
し
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

基
本
は
、「
手
洗
い
」や「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
」、「
三
密
の
回

避
」で
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
体
の

中
に
ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
な
い
た
め

の
対
策
で
す
。
体
内
に
ウ
イ
ル
ス

が
侵
入
し
た
と
き
の
た
め
に「
病

気
を
発
症
さ
せ
な
い
」ま
た
は
、

「
発
症
し
て
も
重
症
化
さ
せ
な
い
」

よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
免
疫
を
作
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
が
不
安
で
す
。

　

全
て
の
ワ
ク
チ
ン
は
、「
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
」で
、
海
外
の

デ
ー
タ
の
収
集
、
日
本
人
へ
の
治
験

な
ど
、
厳
重
な
審
査
を
経
て
、
効

能
や
安
全
性
を
確
認
し
、
承
認
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

私
た
ち
に
接
種
さ
れ
る
ワ
ク
チ

ン
と
し
て
有
力
視
さ
れ
る
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

は
95
％
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
臨
床
試
験
や
接
種
が
始

ま
っ
て
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、
効

果
の
持
続
期
間
な
ど
、
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

副
反
応
や
副
作
用
が
心
配
で
す
。

　

米
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
１
月
初
旬
の
報
告

で
は
、
注
射
部
位
の
痛
み
84
％
、

疲
労
感
63
％
、
頭
痛
55
％
、
筋
肉

痛
38
％
、悪
寒
32
％
、関
節
痛
24
％
、

発
熱
14
％
の
副
反
応
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
副
反
応
が
発
生
し

て
も
、
数
時
間
あ
る
い
は
、
数
日

以
内
に
収
ま
り
、
そ
れ
以
上
悪
化

し
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

集
団
接
種
会
場
で
は
、
複
数

の
医
師
と
看
護
師
が
い
ま
す
の

で
、
稀
に
発
生
す
る
重
篤
な
副
作

用
が
接
種
後
に
発
生
し
て
も
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
接
種
は
ど
の
う
よ

う
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
か
？

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

で
あ
れ
ば
、
１
人
２
回
の
筋
肉
注

射
を
１
回
目
か
ら
３
週
間
を
空
け

て
２
回
目
を
接
種
し
ま
す
。
２
回

接
種
す
る
理
由
は
、
１
回
目
の
接

種
で
作
ら
れ
た
抗
体
を
２
回
目
の

接
種
で
倍
以
上
に
増
や
す「
ブ
ー
ス

タ
ー
効
果
」を
誘
発
す
る
た
め
で
す
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
対
象
は
、
米
国
な
ど
と
同
じ

16
歳
以
上
と
な
り
、
妊
婦
は
医
師

が「
有
益
性
が
危
険
性
を
上
回
る
」

と
判
断
し
た
場
合
に
接
種
で
き

ま
す
。
ま
た
、
過
去
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
重
篤
な
反
応
が
見
ら
れ

た
人
は
、
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
も
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
接
種
す
る
こ
と
で「
日
常
」

を
取
り
戻
せ
る
の
か
？

　

接
種
率
を
百
％
に
で
き
れ
ば
、

私
た
ち
の「
日
常
」を
取
り
戻
せ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
60
％

を
下
回
る
と
、
集
団
免
疫
が
で
き

ず
、
感
染
症
と
の
闘
い
は
続
く
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
日
以
内
に
収
ま
る
副
反
応
と

稀
に
起
こ
る
重
篤
な
副
作
用
と
い

う「
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
デ
メ
リ
ッ

ト
」と
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
伴

う
味
覚
・
嗅
覚
の
欠
落
、
脱
毛
、

最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
と
い
う

「
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
」と
を
比
較
し
、
ど
ち
ら
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
勝
る
か
。
ま
た
、
接

種
を
受
け
る
こ
と
は
自
分
の
命
だ

け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
人

の
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

判
断
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

医療法人恵和会

田川慈恵病院
福智町立

方城診療所
医療法人

方城中央クリニック
福智町立

コスモス診療所
医療法人

赤池協同医院宇都宮医院 医療法人

たくまクリニック
医療法人

上野病院
▶田中 真理子 院長▶浅野 茂利 院長  ▶小野 いづみ 院長▶小川 雅克 院長 ▶西 和紀 院長▶宇都宮 潔 院長 ▶詫摩 衆三 院長 ▶長井 啓介 院長

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種

打
つ
デ
メ
リ
ッ
ト
と
打
た
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て

流
行
開
始
か
ら
約
１
年
経
過
し
た
２
月
14
日
。

感
染
症
終
息
に
向
け
た
待
望
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が

日
本
で
初
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し
さ
故
の
不
安
や

疑
問
が
あ
る
の
も
事
実
…
。
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、

田
川
医
師
会
・
荒
木
会
長
を
取
材
し
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

1950年生まれ。久留米
大学医学部を卒業後、昭
和35年に父が開業した

「荒木小児科医院（☎73
ｰ2131）」（川崎町）を平成
４年に継承。平成28年、
田川医師会・会長に就任。

●
荒あ

ら

木き 

久ひ
さ

昭あ
き 

会
長

この記事の

    Dr.担
当

福智町は、新型コロナワクチンを安全かつ短
期集中的に接種するため、感染症対策を徹
底しながら「集団接種」を実施することを決
定しました。今回は、現時点で決まっている
情報をお届け。詳細は、「広報ふくち」や町公
式のＨＰ、文書などで随時お知らせします。

- INFORMATION -

福智町からのお知らせ

新型コロナワクチン
の接種について

ワクチン接種の順番

ワクチン接種券の送付

接種会場・費用・予約

ワクチン接種当日の流れ

ワクチン接種の接種時に必要となる「接
種券」を順次送付する予定です。接種ま
でに日が開きますので、紛失しないよう、
ご自宅で大切に保管をお願いします。
※医療従事者のかたにも送付する予定ですが、
　 接種がお済のかたは、使用しないでください。

会場▶コスモス保健センター
費用▶無料（自己負担はありません）
予約▶専用の予約センターへ電話予約
※開設時期は、追ってお知らせします。

❶ 入口で非接触型検温器を使用し検温
❷ 予診票の記入確認と脇下検温
❸ 受付（予約・身分証確認、接種券提出）
❹医師による問診
▶体調や持病の確認、接種に必要な診
察を実施し、接種の可否を判断します。
❺上腕に筋肉注射でワクチンを接種
▶肩が出しやすいような服装が理想的
❻接種済証の発行
❼健康観察のため館内で15～30分待機
▶アナフィラキシーなどの症状が生じる
ことがあるため、館内で健康観察。
❽その後異常がなければ帰宅

95
有
効
性

％

2

3

4

問 役場保健課 ☎ 28 ｰ 9500

種が有力視されるアメリカ・ファ
イザー社製のワクチンは、アメ

リカで１千万人以上、イスラエルの国
民１／３以上の接種実績をもちます。
アメリカの薬やワクチンの承認などを
行う「米 FDA」の発表では、これまで
の治験や接種実績から、95％の有効
性があると報告されています。一方、
接種に伴い通常に見られる反応であ
る副反応については、ワクチン接種と
因果関係がないものも含め、10人に８
人は副反応が起こると言われています
が、そのほとんどが数時間・数日以内
に収まる軽微なものと言われています。
また、アナフィラキシーなどの異常な
反応である副作用も稀に起こるとされ、
その確率は、百万人に５人程度と言わ
れています。すでに日本では医療従事
者へのワクチン接種が始まっており、
今後、副反応や副作用の報告があり
ますので、その報告をご参考ください。

接
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
―
―

※特集「新型コロナの最前線」は、２月22日までの情報で作成しています。また、画像の一部は、イメージです。

新型コロナの
最 前 線

特 集

新型コロナワクチン接種
協力医療機関のご紹介

※持病や基礎疾患などで、新型コロナワクチン接種に不安があれば、かかりつけ医や身近な医療機関等にご相談ください。

↑日本では２月17日から、福岡県では19日か
ら医療従事者への先行接種が始まっています。

【 写真提供 】国立病院機構神戸医療センター

❶医療従事者（２月中旬から開始）
❷ 65歳以上の方
❸ 基礎疾患があるかた
❹ 60～64歳の方
❺ 上記以外のかた
※接種のスケジュールは、国が調整中です。

1

福智町では、地域に根ざした医療提供に貢献
する８つの医療機関のご協力を得て、新型コロ
ナワクチン接種を行います。※ 50音順で紹介

67


	210301
	210302-03
	210304-05
	210306-07

